
－ 55 －

『
新
青
森
市
史

資
料
編
５

近
世
（
３
）
』

西
野

隆
次

『
新
青
森
市
史
』
資
料
編
近
世
は
、
三
巻
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
近
世
（
１
）
［
二
〇
〇
二
年
］
で
は
、
青
森
湊
と
九
浦
制
度
、
全

国
的
海
運
、
油
川
湊
、
松
前
・
蝦
夷
地
と
の
関
連
性
を
示
す
資
料
な
ど
が
収
録
さ
れ
、

近
世
（
２
）
［
二
〇
〇
四
年
］
で
は
青
森
町
の
構
造
・
支
配
、
町
人
の
経
済
活
動
や

生
活
、
松
前
稼
に
か
か
わ
る
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
上
二
巻
の
資
料
編
は
、

近
世
弘
前
藩
領
に
お
い
て
外
浜
の
最
大
の
港
湾
で
あ
っ
た
青
森
湊
に
つ
い
て
、
商
業

・
流
通
と
い
う
テ
ー
マ
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
巻
近
世
（
３
）
は
、
「
村
」
（
農
山
漁
村
）
・
「
生

業
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
大
き
な
柱
と
し
て
資
料
を
収
録
し
て
い
る
。
青
森
市
の
市
域

は
、
東
・
西
・
南
を
丘
陵
と
台
地
に
囲
繞
さ
れ
た
三
角
形
状
の
青
森
平
野
に
展
開
し
、

北
は
陸
奥
湾
に
面
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
世
青
森
湊
は
、
農
業
、
漁
業
、
林
業
、

畜
産
業
と
い
う
様
々
な
産
業
部
門
も
含
め
て
総
体
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

本
巻
の
「
村
」「
生
業
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

開
発
・
農
業
生
産

１

年
貢
と
負
担

２

検
見
と
検
地

３

備
穀
と
夫
喰

４

諸
上
納
と
生
産
環
境

５

開
発
と
復
興

６

帰
田
法

第
二
章

山
野
と
動
物

１

山
林
の
利
用

２

牧

３

動
物
と
資
源

第
三
章

漁
村
と
漁
民
の
生
活

１

漁
師
頭
の
変
遷
と
漁
師
支
配
の
実
態

２

漁
況
と
漁
民
の
生
活
・
内

水
面
漁
業

３

献
上
品
と
し
て
の
魚
介
類

４

漁
民
の
救
済

第
四
章

野
内
町

１

野
内
関
所

２

野
内
町

第
五
章

浅
虫
村

―
温
泉
と
村
落
―

１

浅
虫
温
泉

２

木
村
庄
左
衛
門
家
関
係
資
料

３

浅
虫
村
と
災

害

４

浅
虫
村
諸
御
用
留
帳
類

第
六
章

近
世
青
森
の
宗
教
と
社
会

１

青
森
町
の
寺
社
と
信
仰

２

浅
虫
夢
宅
庵
と
油
川
村
熊
野
十
二
所
権

現

３

維
新
期
の
寺
社
と
神
仏
分
離

第
七
章

文
久
の
川
添
田
畑
絵
図

１

川
添
田
畑
絵
図
関
係
文
献
資
料

２

油
川
組

３

後
潟
組

［
付
図
］「
後
潟
・
四
戸
橋
両
村
川
添
田
畑
調
」
・
「
浦
町
組
・
横
内
組
絵
図
」

第
一
章
で
は
、
弘
前
藩
の
近
世
的
土
地
所
有
体
系
を
確
立
さ
せ
た
貞
享
期
の
総
検

地
帳
「
陸
奥
国
津
軽
郡
御
検
地
水
帳
」
九
四
カ
村
分
を
巻
末
に
一
覧
表
化
し
て
お
り
、

弘
前
藩
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
り
う
る
。
こ
の
貞
享
の
総
検
地
に
先
立
つ
天
和
・
貞

享
期
に
、
藩
で
は
領
内
の
各
村
の
詳
細
を
報
告
さ
せ
た
。
こ
れ
は
「
天
和
の
書
上
」

と
い
わ
れ
、
農
村
構
造
の
基
礎
的
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
上
層
農
の

持
高
反
別
帳
、
検
見
役
人
の
執
務
日
誌
、
飢
饉
対
策
用
の
備
穀
に
関
す
る
資
料
や
、

窮
乏
化
し
た
士
族
層
に
土
地
を
配
分
し
て
救
済
し
、
在
方
に
移
住
さ
せ
よ
う
と
し
た

明
治
三
年
の
「
帰
田
法
」
に
関
す
る
資
料
も
収
録
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
山
林
に
つ
い
て
山
林
統
制
令
と
藩
の
山
林
調
査
帳
簿
、
青
森
町
周

辺
の
山
林
か
ら
の
材
木
伐
採
資
料
を
、
藩
営
牧
に
つ
い
て
は
市
内
域
に
設
置
さ
れ
て
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い
た
津
軽
坂
牧
・
滝
野
沢
牧
・
入
内
牧
・
雲
谷
牧
の
四
牧
に
関
し
て
、
牧
の
支
配
・

管
理
に
関
わ
る
資
料
や
牧
頭
の
系
譜
・
由
緒
書
を
、
そ
の
ほ
か
人
を
喰
い
殺
す
狼
・

熊
の
対
策
資
料
、
鳥
類
、
鉄
吹
・
製
炭
・
漆
栽
培
に
関
す
る
資
料
も
収
録
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
漁
師
頭
の
権
限
や
漁
民
支
配
に
関
す
る
資
料
の
ほ
か
、
鰯
・
鯖
・

鱈
・
鯡
な
ど
の
漁
獲
高
や
海
難
事
故
、
河
川
で
の
鮭
漁
と
役
銀
徴
収
、
幕
府
や
藩
へ

献
上
す
る
鮭
・
鱈
そ
の
他
の
献
上
品
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

第
四
節
で
は
、
隣
接
す
る
盛
岡
藩
や
黒
石
藩
へ
の
対
応
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

た
野
内
関
所
の
機
能
に
か
か
わ
る
資
料
、
在
郷
町
で
あ
る
「
野
内
町
」
に
対
す
る
町

奉
行
か
ら
の
公
定
米
価
の
布
達
、
お
救
い
籾
・
味
噌
の
貸
与
、
松
前
藩
主
の
参
勤
交

代
に
か
か
わ
る
資
料
を
収
録
し
て
い
る
。
慶
応
二
年
か
ら
同
四
年
ま
で
の
「
野
内
村

領
大
浦
浜
塩
焚
出
手
控
」
は
、
青
森
町
の
三
国
屋
に
よ
る
製
塩
業
の
実
態
が
わ
か
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

第
五
章
で
は
、
全
国
的
に
も
有
名
な
温
泉
場
で
あ
り
、
弘
前
藩
主
の
湯
治
場
で
も

あ
っ
た
浅
虫
温
泉
に
つ
い
て
、
温
泉
施
設
の
補
修
経
費
や
安
永
八
年
の
浅
虫
村
大
火

と
被
災
者
の
救
済
に
関
わ
る
資
料
、
ま
た
浅
虫
村
の
庄
屋
を
務
め
藩
主
の
宿
泊
す
る

本
陣
も
経
営
し
て
い
た
木
村
庄
左
衛
門
家
所
蔵
資
料
を
一
括
翻
刻
し
て
い
る
。
慶
応

二
年
の
「
横
内
組
浅
虫
村
極
難
之
者
共
人
別
書
上
帳
」
は
、
村
内
最
下
層
民
の
家
族

構
成
・
生
業
・
田
畑
面
積
・
疾
病
・
松
前
稼
が
記
載
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

第
六
章
で
は
、
青
森
市
域
の
寺
社
の
神
主
・
別
当
・
由
来
・
建
立
年
代
・
知
行
高

な
ど
を
記
載
し
た
「
寺
社
領
分
限
帳
」
、
浅
虫
村
の
曹
洞
宗
寺
院
夢
宅
庵
の
由
緒
関

係
資
料
、
外
浜
地
域
の
社
家
小
頭
を
務
め
た
油
川
村
の
熊
野
十
二
所
権
現
（
油
川
熊

野
宮
）
神
主
家
の
沢
田
家
所
蔵
の
資
料
を
収
録
し
て
い
る
。

第
七
章
で
は
、
「
文
久
の
川
添
田
畑
絵
図
」
を
収
録
し
て
い
る
。
幕
末
期
の
弘
前

藩
領
で
は
「
松
前
稼
」
が
激
増
し
、
労
働
者
不
足
に
よ
り
廃
田
が
復
旧
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
た
め
、
領
内
全
体
の
個
人
把
握
と
人
の
移
動
を
家
単
位
で
掌
握
す
る
た
め

に
「
面
改
」
を
実
施
し
た
。
同
絵
図
は
そ
の
関
連
資
料
で
、
油
川
組
・
後
潟
組
に
属

す
る
村
々
の
絵
図
の
原
本
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
各
章
の
収
録
資
料
に
つ
い
て
簡
略
に
紹
介
し
た
が
、
以
下
、
本
資
料
編
の

編
纂
体
制
あ
る
い
は
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま

ず
、
本
資
料
編
に
は
、
弘
前
藩
の
政
治
史
や
幕
藩
関
係
の
資
料
が
ほ
と
ん
ど
収
録
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
す
で
に
『
青
森
県
史
』
資
料
編
津
軽
１

前
期
津
軽
領
（
二
〇
〇
二
年
）
・
同
津
軽
２
後
期
津
軽
領
（
二
〇
〇
六
年
）
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
が
、
両
書
と
も
藩
政
史
や
幕
藩
関
係
史
を
柱
と
し
て
編
纂
し
て
い
る
。

県
史
編
纂
の
委
員
の
諸
氏
が
、
同
時
並
行
で
青
森
市
史
編
纂
に
も
関
係
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
『
新
青
森
市
史
』
で
は
極
力
政
治
史
関
係
の
資
料
は
割
愛
し
、
近
世
青

森
湊
の
特
徴
を
引
き
出
し
や
す
い
資
料
を
、
特
に
商
業
・
流
通
・
町
支
配
・
産
業
と

い
う
テ
ー
マ
で
収
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
資
料
を
重
複
し
て
収
録
す
る

よ
り
は
、『
青
森
県
史
』
で
は
藩
政
資
料
を
、『
新
青
森
市
史
』
で
は
個
別
地
域
史
の

資
料
を
収
録
し
た
ほ
う
が
、
豊
富
で
多
彩
な
資
料
を
収
録
で
き
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
出
し
や
す
い
た
め
、
参
考
に
な
る
編
纂
方
法
で
あ
る
。
筆
写
も
現
在
『
青
森

県
史
』
八
戸
藩
編
と
『
八
戸
市
史
』
近
世
編
の
編
纂
に
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
県
史

と
市
史
の
編
纂
意
義
の
区
別
や
差
別
を
し
っ
か
り
行
い
、
そ
こ
か
ら
収
録
す
る
資
料

の
選
別
・
配
分
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
近
年
、
『
弘
前
市
史
』
通
史
編
２
（
近
世
１
）
［
二
〇
〇
二
年
］
・
同
通
史
編

３
（
近
世
２
）
［
二
〇
〇
三
年
］
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
通
史
編
で
は
こ
れ

ま
で
秀
吉
政
権
期
の
津
軽
氏
研
究
や
弘
前
藩
政
史
研
究
、
ま
た
『
青
森
県
史
』
津
軽
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領
の
編
纂
に
関
係
し
て
き
た
研
究
者
が
詳
細
に
執
筆
を
行
っ
て
お
り
、
弘
前
藩
の
研

究
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
く
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
長
谷
川
成
一
著

『
弘
前
藩
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、
弘
前
藩
の
政
治
史
を
近
世
初
期

か
ら
幕
末
・
維
新
期
ま
で
見
通
し
て
分
か
り
易
く
執
筆
し
て
お
り
、
現
在
の
弘
前
藩

研
究
の
到
達
度
を
示
し
て
い
る
。
弘
前
藩
研
究
に
関
係
す
る
県
史
・
市
史
編
纂
体
制

は
、
現
在
東
北
地
方
に
お
い
て
も
相
当
高
い
質
を
確
立
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
ぎ
に
収
録
資
料
に
つ
い
て
。
第
一
章
解
説
で
「
市
域
の
農
漁
村
部
の
発
展
と
展

開
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
収
載
」
し
た
と
さ
れ
、
確
か
に
開
発
資
料
や
「
天
和
の

書
上
」
・
貞
享
検
地
帳
な
ど
の
基
礎
資
料
を
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て

支
配
関
係
の
資
料
で
あ
り
、
い
わ
ば
農
政
資
料
で
あ
る
。
農
家
の
農
業
経
営
や
漁
師

の
具
体
的
な
漁
法
な
ど
に
関
す
る
在
方
の
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
村
落

史
・
漁
村
史
の
資
料
と
し
て
は
や
や
具
体
性
に
欠
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ

し
第
五
章
解
説
に
「
そ
も
そ
も
津
軽
領
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
資
料
が
少
な
い
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
在
方
資
料
の
収
集
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
弘

前
藩
庁
日
記
の
「
国
日
記
」
か
ら
多
く
の
資
料
を
採
録
し
て
い
る
現
状
か
ら
も
、
編

纂
過
程
に
お
け
る
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。
旧
八
戸
藩
領
で
も
、
市
史
編
纂
過
程
で
農

村
・
漁
村
を
頻
繁
に
踏
査
し
た
が
、
農
村
・
漁
村
資
料
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
。
地

主
や
網
元
が
組
織
的
な
大
経
営
と
し
て
は
成
長
せ
ず
、
管
理
さ
れ
た
経
営
方
法
や
収

量
の
変
遷
を
文
書
と
し
て
残
す
段
階
ま
で
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
思

わ
れ
、
弘
前
藩
領
で
も
共
通
し
た
背
景
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

幸
い
本
巻
に
は
「
文
久
の
川
添
田
畑
絵
図
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
の

特
筆
す
べ
き
点
は
、
陸
奥
湾
に
注
ぐ
い
く
つ
か
の
小
河
川
か
ら
用
水
路
が
引
か
れ
て

水
田
が
灌
漑
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
ほ
か
、
村
を
通
過
す
る
主
要
往
還
や
農
地

へ
行
く
た
め
の
作
場
道
・
橋
、
自
給
肥
料
で
あ
る
草
や
飼
料
用
の
秣
を
採
取
す
る
草

山
・
秣
場
、
薪
を
採
取
す
る
柴
山
や
そ
こ
へ
行
く
た
め
の
山
道
、
沼
、
鮭
を
捕
獲
す

る
留
、
海
岸
部
、
寺
社
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
は
、

農
家
や
漁
民
の
生
産
・
生
活
が
、
如
実
に
村
落
景
観
と
し
て
表
さ
れ
る
こ
と
を
知
り

う
る
貴
重
な
村
落
史
資
料
で
あ
る
。
村
落
景
観
論
の
重
要
性
が
提
唱
さ
れ
て
久
し
い

が
（
木
村
礎
著
『
日
本
村
落
史
』
弘
文
堂
、
一
九
七
八
年
な
ど
）
、
在
方
資
料
の
少

な
い
弘
前
藩
領
に
お
い
て
、
少
し
で
も
村
落
史
を
明
ら
か
に
で
き
る
資
料
を
と
考
え
、

一
章
を
割
い
て
絵
図
を
収
載
し
た
本
巻
の
識
見
は
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
資
料
編
は
、
青
森
町
を
含
む
外
浜
で
生
活
を
営
ん
で
い
た
近
世
の
農
民
や
漁
民

の
社
会
と
支
配
に
つ
い
て
、
豊
富
な
資
料
を
提
供
す
る
一
巻
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

（
に
し
の
・
り
ゅ
う
じ

八
戸
工
業
大
学
第
二
高
等
学
校
教
諭
）


